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   〜12 月
本会議・委員会は、

どなたでも傍聴できます

９月議会の傍聴者は
29人でした（男18人・女11人）
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次回定例会の予定

『ひとりじゃないよ！！』

らは、「ほっとでき
る居場所、自分の
実家のような居心
地の良いところ」
と大変好評をいた
だいております。

楽しみは何ですか
　担い手自身もほっとできる居場所であり、いつも笑
顔でいられることです。

今後やってみたいことは
　利用者の要望に合わせた手
芸や脳トレをはじめ、地元県
立女子大生の協力を得て、地
域の子供たちの勉強等の支援
を実施したいと考えています。

＊令和４年７月現在、町内25か所の
　うち、24番目にできた「ふれあいの居場所」です。

今回は羽鳥委員が取材しました

居場所　ゆきえさん家
☎ 65-7678（会長：早川）

お問い
合わせ

※10代・20代はなし

30代  3％

40代
21％

50代
7％

60代
21％

70代
24％

80代以上
24％

年代別
割合

担い手の皆さん

　　　聞いてきまし
た

57
活動を始めたきっかけは
　民生児童委員として活動する中で、独り暮らしや核
家族等が増え、近所付き合いの希薄化により、孤立す
る住民の姿を目にする機会が多くありました。そこで、
隣近所で助け合える地域づくりを目指し、令和３年１月
に板井地区でふれあいの居場所を開設しました。

主な活動内容は何ですか
　お助け隊（独り暮らし高齢者の生活援助）、健康教室、
引きこもり対応、筋トレ、移動パン屋、野菜作り、安
心安全な居場所の提供などを行っています。

担い手や利用者はどれくらいですか
　担い手は通常７名で、お助け隊の14名を入れて合計
21名です。コロナ禍の影響等で活動を休止していた期
間があったため、昨年７月から12月までの間における
担い手も含めた利用者は、延べ480人ほどでした。

利用者の感想は
　活動場所が、地域
住民の協力で空き家
をリフォームした民
家のため、利用者か


